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曲
直
瀬
道
三
の
初
期
の
医
学
を
検
討
す
る
過
程
に
お
い
て
、

『
曲
直
瀬
家
文
聿
旦
（
慶
応
義
塾
図
書
館
）
の
中
に
道
三
が
師
匠
の
範

翁
導
道
（
支
山
人
）
か
ら
授
か
っ
た
印
可
状
を
見
出
し
た
。
本
資
料

は
現
在
「
支
山
人
よ
り
道
三
に
授
け
し
書
」
と
し
て
成
巻
さ
れ
て

お
り
、
［
Ａ
］
導
道
が
道
三
に
対
し
て
、
（
Ａ
１
）
「
釈
授
」
、
（
Ａ
２
）

「
解
説
」
、
（
Ａ
３
）
「
口
授
」
し
た
医
書
目
録
等
を
記
し
た
一
通
の
印

可
状
（
享
禄
四
年
、
一
五
三
一
）
、
な
ら
び
に
、
［
Ｂ
］
「
唯
授
一
人
」

と
題
す
る
六
通
の
印
可
状
（
天
文
五
年
、
一
五
三
六
）
か
ら
成
っ
て

い
る
。
な
お
、
本
資
料
は
導
道
の
直
筆
で
は
な
く
道
三
が
模
写
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
［
Ａ
］
を
中
心
に
検
討
す
る
。

［
Ａ
］
と
［
Ｂ
］
の
印
可
状
は
道
三
の
医
学
を
継
承
す
る
者
に
と
っ

て
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
初
代
道
三
は
引
退
の

折
に
二
代
目
道
三
（
玄
朔
）
に
こ
れ
ら
を
手
渡
し
て
い
る
（
『
曲
直
瀬

家
文
書
」
）
・
ま
た
、
後
の
世
代
で
も
、
玄
朔
は
岡
本
玄
冶
に
こ
れ
ら

65

導
道
が
曲
直
瀬
道
三
に
授
け
た
印
可
状

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

を
手
渡
し
て
い
る
（
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
）
・
道
三
流
医
学
の
原
点
と

で
も
い
う
べ
き
本
印
可
状
も
、
し
か
し
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
多

く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

（
Ａ
１
）
で
は
道
三
が
導
道
か
ら
「
訓
読
釈
授
」
さ
れ
た
医
書

（
の
部
分
）
と
し
て
、
「
素
問
本
経
」
、
「
運
気
論
奥
」
、
「
本
草
序
例
」
、

「
八
十
一
難
経
」
、
「
玉
機
微
義
』
、
「
察
病
指
南
』
、
『
医
書
大
全
論
」
、

『
聖
恵
明
堂
』
、
『
和
剤
指
南
」
、
『
医
学
源
流
」
の
十
書
を
挙
げ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

（
Ａ
２
）
で
は
導
道
か
ら
道
三
が
「
解
説
」
を
受
け
た
医
書
と
し

て
、
『
東
垣
十
書
』
、
「
王
氏
脈
経
』
、
『
丹
渓
心
法
』
、
『
丹
渓
募
要
』
、

『
呉
球
弁
疑
』
、
『
明
医
雑
著
』
の
六
書
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

医
書
群
の
中
で
年
代
的
に
問
題
な
の
は
『
呉
球
弁
疑
（
諸
症
弁
疑
）
』

で
あ
ろ
う
。
本
書
は
一
五
三
○
年
代
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
中
国

の
医
書
で
あ
り
、
［
Ａ
］
が
書
か
れ
た
一
五
三
一
年
以
前
に
日
本
に

存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
［
Ａ
］
が
書
か
れ
た
「
享

禄
四
年
除
夜
」
は
、
道
三
が
初
め
て
導
道
に
出
会
っ
た
時
（
享
禄
四

年
十
一
月
十
五
日
）
か
ら
一
ヶ
月
半
程
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
一
ヶ

月
半
で
こ
れ
だ
け
の
数
の
医
書
を
教
わ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
足
利
の
道
三
が
武
州
の
導
道
に
教
え
を
乞
う
た
め
に
何
年
に
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も
わ
た
っ
て
野
武
を
往
復
し
た
と
い
う
「
啓
迪
集
」
の
題
辞
の
記

述
を
考
慮
す
る
と
、
道
三
が
導
道
か
ら
［
Ａ
］
の
医
書
群
を
教
わ
る

に
は
何
年
も
要
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
Ａ
３
）
で
は
導
道
か
ら
「
口
授
」
さ
れ
た
内
容
が
「
十
四
（
十

三
？
）
通
」
の
「
裁
紙
（
切
紙
こ
の
目
録
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

「
五
十
七
箇
条
（
１
）
、
診
候
一
紙
約
術
（
２
）
、
当
他
之
両
例
（
７
）
、

一
臓
一
脈
之
規
矩
（
８
）
、
三
世
治
療
之
神
授
（
９
）
、
四
證
四
治

剤
味
多
寡
（
皿
）
、
二
七
局
（
昭
）
、
注
銘
無
壼
蔵
（
皿
）
、
製
方
鑑

（
咽
）
、
常
経
流
注
升
降
之
図
（
明
）
、
建
中
之
機
要
（
魂
）
、
戴
眼

之
至
察
（
あ
）
、
脈
治
之
大
悟
（
恥
）
」
。
以
上
の
十
三
通
の
切
紙
は
、

現
存
す
る
道
三
の
『
切
紙
』
の
中
に
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。
演

者
ら
は
す
で
に
、
道
三
の
『
切
紙
」
の
中
の
多
く
の
も
の
は
導
道

か
ら
授
か
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
が
、
（
Ａ
３
）
の
内

容
は
演
者
ら
の
こ
れ
ま
で
の
推
定
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
三
が
一
箇
月
半
の
間
に
こ
れ
だ
け
の
切
紙
を

導
道
か
ら
授
か
っ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
ま
た
、
切
紙
の
順
番
や

表
題
の
付
け
方
が
今
日
に
見
ら
れ
る
「
切
紙
」
の
そ
れ
と
一
致
し

（
括
弧
内
の
数
字
は
『
切
紙
』
に
付
さ
れ
た
通
し
番
号
）
、
近
年
発
見
さ

れ
た
原
「
切
紙
』
（
「
探
瞳
集
』
、
一
五
五
九
）
の
そ
れ
と
は
一
致
し
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
（
Ａ
３
）
は
『
切
紙
』
の
基
本
型
が
作
ら
れ

た
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
以
降
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
。

［
Ａ
］
の
印
可
状
が
道
三
が
初
め
て
導
道
に
出
会
っ
た
年
に
書
か

れ
、
［
Ｂ
］
の
六
通
の
印
可
状
が
す
べ
て
導
道
没
年
（
天
文
六
年
二
月

一
九
日
）
の
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
二
月
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も

自
然
と
は
言
え
な
い
。
演
者
ら
は
す
で
に
「
全
九
集
」
な
ど
を
再

検
討
し
、
道
三
が
歴
史
的
な
事
実
を
改
変
し
て
ま
で
も
、
自
分
の

医
学
の
流
派
を
作
る
こ
と
に
固
執
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
今
回
採
り
上
げ
た
印
可
状
も
道
三
の
同
様
な
意
図
の
も
と
に

改
変
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

（
東
京
理
科
大
学
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方
研
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）


